


特　長

配　合
■ SBプレパックドコンクリートの配合
ＳＢプレパックドコンクリートは、施工箇所に充てんされ
た接着剤用乾燥粗骨材#８１２＝3.7に対し、その空隙に
ショーボンド#７０７＝1の重量比で注入したものです。

■ SBプレパックドコンクリートの圧縮強度発現性

■使用材料
●ショーボンド#707
ショーボンド#７０７は、ポリエステルを主成分とし、主剤、硬
化剤、促進剤および充てん材に分かれた４成分形の結合材
です。
●接着剤用乾燥粗骨材#８１２
接着剤用乾燥粗骨材#８１２は、充分に洗浄・乾燥し、所定
の粒度分布に調整した骨材です。

立ち上り強度が大きく、低温硬化性に優れ
ています。
狭さく部への充てん性が優れています。
機械的強度に優れています。
硬化時の収縮がありません。

骨　材

材 料 名

配　合　比 *1

*11m3当りの材料
標 準 使 用 量

接着用乾燥粗
骨材＃８１２

ショーボンド
＃７０７

1,615kg

3.7

435kg

1

2,050kg

（重量比）

結合材 備　考

*1 施工条件により、配合比、1m3当りの材料使用量が異なる場合があります。

ＳＢプレパックドコンクリート 接着剤用乾燥粗骨材♯８１２

ショーボンド♯７０７



■荷姿
●ショーボンド#７０７：１０kg（セット）
●接着剤用乾燥粗骨材#８１２：３０.０kg（袋入り）

施 工 法

可使時間・性能規格

主桁を油圧ジャッキなど
で仮受け

破損した沓座をピックな
どではつりとる

打設面のごみ、汚れなど
除去し、乾燥させる

所定の寸法に合わせて
設置

打設面に＃707プライマー
を塗布
（標準使用量：0.2ｋｇ／m2）

骨材を密に充てんし、表
層部を平たんにする

型枠の継目や打設面の
周囲を急結材でシール

注入パイプの設置
足踏み式ポンプ（別売）で加圧
注入または流し込み

1.5時間以上～4時間以上
（30℃） （0℃））

型枠脱型、仮受け撤去、
清掃

試験項目
比 重
圧 縮 強 度

試験方法
水中置換法
JIS A 1108

単位
――

N/mm2

社内規格値
2.05±0.10

35以上

*試験条件：20℃、7日間。
配合比 ：ショーボンド＃７０７/接着剤用乾燥硅砂＃８１２＝１/３.７
促進剤添加量：２パック

■ショーボンド#707の可使時間 ■ SBプレパックドコンクリートの性能規格

試験項目
比重（硬化物）
圧縮降伏強さ
曲 げ 強 さ
引 張 強 さ

試験方法
JIS K 7112

JIS K 7208

JIS K 7203

JIS K 7113

単位
――

N/mm 2

N/mm 2

N/mm 2

社内規格値
1.20±0.05

40以上
30以上
15以上

*試験条件：20℃、7日間。
促進剤添加量：２パック

■ショーボンド#707の性能規格

■橋梁支承の沓座補修の場合



橋梁伸縮装置
3S-V JOINT

■積算〈3S-20V／3S-30V／3S-40V〉
●積算条件［断面図をご参照ください。］
後打ちコンクリート打設幅：300mm×2＝600mm
後打ちコンクリート打設厚：100mm（3S -20V、3S -30Vの場合）、110mm（3S - 40の場合）

●地覆・中央分離帯の防水処理、床版の断面修正は、含まれておりません。

■10メートル当りの材料表

品　名

後打ち
コンクリート

STアンカー＊

コンクリート
アンカー

3S-20V / 3S-30V / 3S-40V

補強鉄筋（D16）

＊補修の場合に使用します。

10m

62.4kg

0.60m3

0.66m3

200本

222本

ジョイント本体（アンカーバー含む）

10（延長）×4（本）×1.56（kg/m）＝62.4（kg）

0.300（幅）×0.100（厚）×2（箇所）×10（延長）＝0.60（m3）

0.300（幅)×0.110（厚）×2（箇所）×10（延長）＝0.66（m3）

10（延長)×20（本/m）＝200（本）

10（延長)×22.2（本/m）＝222（本）

数　量 積算内訳

3S-20V / 3S-30V

3S-40V

3S-20V / 3S-30V

3S-40V（ ）


